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□ 自宅で検温をし、健康観察表に記入して持参する。

体調不良の場合は家の人に伝え、無理をしないで自宅で休養する。

その場合、学校に連絡をする。

□ ハンカチ・ティッシュを持参する。

□ こまめな水分補給のため、水筒を持参する。

□ 常時換気のため窓を開放するので、衣服の調整ができるようにする。

□ 爪は短く切っておく。

□ 登校時には制服でも学校指定ジャージでもよい。

□ マスクを着用する。

□ 周囲との間隔を空けて登校する。

□ 手洗いの習慣づくりに校内に音楽を流します。 音楽→手洗い

□ 登校したら、教室に入る前に自分の教室のフロアの流しで手を洗う。

□ 健康観察表を担任に提出する。

□ いつもと違う健康状態の場合や検温・マスク忘れは担任に伝える。

□ マスク着用で学習を行う。

□ 机の向きは対面しないようにする。

□ 換気の徹底をする。

□ 授業中「給水タイム」を設けます。

□ 具合が悪くなったら、早めに授業の先生に申し出る。

□ 休み時間ごとの手洗いをする。

□ ハンカチやタオルの共有をしない。

□ 具合が悪くなったら、早めに次の授業の先生に申し出る。

□ 6月11日（木）より実施予定。

□ 全員、石けんで丁寧に手を洗う。

□ 配膳の際は白衣・マスクを着用し、手指消毒を行う。

□ 同方向を向いて黙食する。

□ 配膳室の混雑に気をつける。

□ 手洗いをする。

ハンカチやタオルの共有をしない。

□ こまめな水分補給をする。 ＊水筒の回し飲みをしない

□ 窓やドアを開放して清掃する。

□ マスクをして黙働する。

終学活 □ 健康観察表を持ち帰る。

□ 6月11日（木）より３密にならない活動のみ実施予定。

□ 手洗い・うがい・換気に心がける。

□ 使用後、用具や器具の消毒を徹底する。

□ 速やかに下校する。

先生たちが不特定多数の人が触った場所の消毒をするため

□ 帰宅後も石けんで丁寧な手洗い・うがい・洗顔をする。

あれば手指消毒も。

□ 生活のリズムに気をつけ、睡眠時間の確保に努める。

＊ 石けんでの手洗いや手指消毒でかぶれやすい人は使用せず流水でよく洗う
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②　学習・給食編

　　≪学習編≫

　　≪給食編≫

　　　　　　　向いて食べます。残念ですがお代わりはできません。

　　　　　　　心の中で「ごちそうさま」

　□　片付け：食べ終わったらマスクをします。密にならないように班単位で片付けます。

　□　体育館での体育の学習は密集や密着を避け、室内換気の徹底を図ります。校庭での学習にお
　　　いても、密集や密着を避けます。今年度水泳の学習は行いません。

　□　配膳時：手洗い、当番生徒はマスク、白衣、手指消毒。配膳台は消毒。給食当番が配膳。

　　　当番以外の生徒は静かに配膳を待ちます。

　□　喫食　：心の中で「いただきます」。生徒は持参した「ランチョンマット」机に敷いて

　　　　　　　給食を食べます。対面、グループを作らず前を向いて食べます。教員も横を

　□　ゲーム（試合）など、接触をともなう運動は、当面の間、行いません。

　□　更衣室での密接、密集を防ぐため、体育の授業日や部活動の活動日には体育着登校とします。

　□　各教科指導で使う器具類は使用後消毒します。

　□　教室、特別教室とも常時換気を行い、共有部分は用務主事と教員で毎日消毒します。

　□　部活動は通常授業開始時期（６月11日）から、３つの密を避け、分散活動を行います。

　□　ペアの話し合い活動などは生徒同士が対面しないようにします。　

　□　音楽の授業は歌唱の活動や管楽器（リコーダー等）を用いる活動は、当面の間、行いません。

　　　メロディーを確認する場面ではマスクをしたまま小さな「ハミング」等で確認する。

　□　家庭科の学習では、当面の間、調理実習はしません。


